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3年生が家庭学習期間となり自由登校になりました。新社会人や進学先への準備期間
に大忙しだと思います。
１年生は４月から先輩になります。今までは自分のことだけやっていればよかったの

が、後輩の面倒まで見なくてはいけません。自分の事で精一杯では「後輩」のことは考
えられませんよ。余裕ある先輩になるために、今のうちに準備をしておきましょう。
２年生はいよいよ最上級生になります。何かに向かって頑張っている姿を、今以上に「後輩たち」に見

せなければなりませんね。まずは自分の準備をしっかりと。次に後輩たちの手本になるように。そして、
最後に「自己実現」に向けてしっかり走ってください。

【3年生登校日のお話】

1 入社までの生活について。
研修やイベントの案内など、会社からの連絡にきちんと反応しましょう。

2 入社式を楽しみにせよ。
会社は君たちに期待しています。少しでも早く一人前になってほしいから、色々な研修を用意して

くれています。

3 入社式の翌日、君たちができることは何か考えよ。
高校生から社会人になって1日目の君たちに何が出来るか？仕事をするということは、会社のため

に利益を生み出すということである。君たちにできる利益の生み出し方は何か？若々しく掃除して、
大きな声であいさつをして、笑顔で振舞うしかありません。

4 ３年後の自分を常にイメージしながら仕事せよ。
失敗は一過性のものである。ずっと失敗し続けることも難しい。今は失敗ばかりでも、３年後はど

うなっているかをイメージしながら仕事をしてほしいと思います。また、逆に今、何かしらの成功を
収めたとしても、３年後まで成功し続けることもあり得ません。現状に一喜一憂するのではなく、先
を見据えたものの見方を身につけてほしいと思います。

5 今の自分の環境が最高であると考えよ。
休みが少ない、給料が安い、先輩が嫌だなど、不満を口にする人がいます。じゃあ、休みが多い会

社に転職すれば、給料が高い会社に行けば、先輩のいない会社に行けば・・・。そこでは、また違っ
た不満が生まれできると思います。社会人になったら、不満を口にするのは、先輩に食事に連れて
行ってもらったときだけにしましょう。会社で仕事をしているときは、今の自分の環境は最高なんだ
と考えながら仕事をしていると、3年後には、自分の居心地がよい環境になっているかもしれません。

「石の上にも3年」です。上の乗られている「石」の気持ちがわかるようになって下さい。

【ポートフォリオって何？】

4月から導入する「Classi（クラッシー）」ですが、いったい何ができるの
でしょう？今回は、ポートフォリオ機能ついて説明しましょう。

ポートフォリオ → もともとの意味は書類を運ぶ平らなケース
日々の学習活動のデータ（小テスト、成績表、課題のプリントなど）
を継続的に蓄積しておいて、過去と現在の学習状況を把握するもの。
生徒の皆さんは、その日にあったことを夜寝る前に思い出して、書き

残していくようになります。日記のようなものと言えますね。



【２月までの進路状況について】

進学合格者

大学 9名
短期大学 2名
専門学校 37名

就職内定者
86名

就職決定率 91％

【来年度から課題テストが変わります】

個人診断レポート

中学レベルから大学進学レベルまでと「ＧＴＺ（学習到達ゾーン）」
で成績を評価し、日頃の自分を振り返り、未来の自分を思い描きます。

学力とは別に、日頃学習に臨む姿勢や、進学や就職ついての意識を
確認します。

特徴２

（2月19日現在）

基礎学力診断テスト③

【先輩の声】

大学生活が始まると、自分の自由な時間、自由に使えるお金がとても増えます。その時間とお金を使い、
勉学に勤しむ、部活でインカレを目指す、バンドを始める、遊びまくるなど、多様な大学生活があるで
しょう。
自分で選んだ大学生活ならどんな過ごし方をしても良いと思います。好きなように過ごして目一杯楽し

みましょう。
ただ、私から２つだけ皆さんに覚えておいて欲しいことがあります。
１つ目は、自分の殻だけに閉じこもらないことです。無理に他人とコミュニケーションを取れというこ

とではありません。本を読んだり、ネット検索をしたりしてもいいのです。とにかく自分以外を知りま
しょう。他を知ることで、他を尊重するようになったり、自分自身の考えや視野が何倍も広くなったりし
て、人間としての成長につながるためです。
２つ目は、失敗を恐れずチャレンジし続けることです。会社に勤めるようになると、失敗したら怒られ

ます。そのため、無理なチャレンジもやりにくくなります。しかし、大学生の間だけは自分の好きなこと
をして、いくら失敗しても誰からも怒られないです。さまざまなことに興味を持ち、とりあえず始めてみ
てください。失敗しても、それが続かなくてもいいんです。とにかく1を始めてください。それが0になろ
うと、5で止まろうとチャレンジしたこと自体に意味があります。続けていくといつか必ず100が見つかり
ます。その100はきっと就活の時に役に立ち、これからの人生の中心となっていきます。
以上、２点を意識して学校生活を送ってください。大学生活で自分も知らない、いろいろな自分を発見

してください。私は４年間の大学生活で、大学はそういう場所だと感じました。
長々と訳の分からないことを申し上げましたが、とにかく皆さん楽しんでください。

先輩の言葉にあるように、進路実現のためには視野を広げ、情報を収集することが大切です。また常に
チャレンジ精神を持って高校生活を充実させてください。先輩方に続くのはみなさんです！

船田 将史さん（普通科卒)

（愛媛大学 法文学部人文学科）

大学生活について


